
9　事　務　改　善

(1 )新庁舎建設に伴う窓口事務改善

ア　窓口改善の基本方針(53年4月策定、総合窓口プロジェクトチーム)

①　歩かせない窓口をつくる

⑧　待たせない窓口をつくる

③　親切な窓口をつくる

④　自由に選べる窓口をつくる

(参　働きやすい窓口をつくる

この五つの方針に沿った近代的な明るい窓口の実現をめざし、市民サービスと事務能率の向上を図る

べくー改善計画を立て、新庁舎にふさわしい窓口事務処理のシステムをスタートさせた　(56年1 1

月24日開庁)

イ　窓口のレイアウトと機能の統合

市民と接触の多い主要窓口部門を、次の五つの部門にブロック化し、庁舎低層部1-2階に配置する

とともに特に関連の深い窓口を相互に接近させレイアウトした。

①　市民部門　　　⑧　福祉部門　　　⑧　税務部門

④　相談部門　　　⑤.出納部門

また、エスカレーター等で1-2階を一体化し、立体的な総合窓口としての機能を持たせた。

り　市民課の窓口改善

レイアウト

来庁市民の約7 0%を受け持つ市民課を1階エントランスホール正面中央に配置、前方に1 7mの

サークルカウンターを、その後万に全長3 5mの直線カウンターを設置しtz。 (各種届・申請等の用

紙交付、記載指導などの一次業務と、受付・処理・交付などの事務を分離し、その間をベルトコンベ

アで連結)

各種事務機器等の導入

o書類搬送用ベルトコンベアシステム全2 3系統

(竪スノコ型、総延長757メートル、うち、カウンター内設9本)

o電動回転保管庫(戸籍用5台、住民票用1 0台)

o電光呼出表示盤(交付窓口ー待合室用、交付呼出しランダム電子番号表示装置)

oその他(高速乾式複写機9台など)

エ　模写電送装置(77クシミリ)の導入による窓口サービスの実施

本庁市民課と市民センター及び秋津支所に通信回線(一般加入回線)で疲続した模写電送システムを

採用し、所管区域に制約されることなく相互電送処理によって戸籍、住民票、印鉱の各証明書を交付。

オ　その他

oマイクロフィルムシステムの採用

市民課(除籍、改製原戸籍等)
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資産税課(土地・家屋課税台帳)

o文書保管庫の設置

庁舎各階に、各課共用の保管文書倉庫を設置

移動書架を全面採用

(2)コンピューターの活用

コンピューターの導入及び準備事務

055年1月　オフィスコンピュータの導入(労働課)

失対事業就労者の賃金計算事務等に利用

採用機種　沖電気工業OKITACシステム9　モデル30 (超小型機)

055年8月　競輪場にコンピュータ導入(事業課)

投票券の発行、集計等の機械化実施

採用機種　日本トーター　TOTOR555H (中型機)

0 5 5年5月　庁内に「住民記録電算化研究会」 (市民課、選管事務局、企画調整課で構成)を設置

0 55年6月　職員のコンピュータ教育研修開始

導入準備要員及び関係課職員の教育研修(地方自治情報センターのセミナー受講派遣)

55年度　　27人　　　　56年度　11人

57年度　　27人　　　　58年度　14人

0 5 6年8月　「熊本市電子計算組織活用研究協議会」を設置(関係部局長らで構成、コンピュータの

活用による行政事務近代化と市民サービス向上のための総合的、かつ、基本的方策につき研究協議

に着手)

0 57年11月　図書館にコンピュータ導入(漢字処理)

FACOM V-850 (小型機)

059年5月　o日本語ワードプロセッサーの導入

オアシス10OG　1台(文書課)

NWP-13モデル2　1台(企画室)

o本庁～東京事務所間のファクシミリオンラインサービス開始

Panafax UF-1 100
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電算処理委託状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和5 8年度)

部 門 主 管 課 処 理 業 務 委 託 料

(千円)
委 託 先 開始

年度

総 務 部 .門

蝣i ・蝣

会 計 室 財 務 会 計 . 7,0 3 2 R K K C S 5 台

財 政 課 市 債 管 理 5 1 6 〟 4 3

給 与 課 給 与 計 算 1 6,0 3 5 n 4 2

職 員 厚 生 課 職員健康保険被保 険者報酬月額算 定 4 0 5 〟 4 4

職 員 厚 生 会

厚生貸付金償還事 務 4 5 1 〟 4 7

団 体 保 険 7 8 6 〟 4 7

健 康 保 険組合 健康保険料算定 . 家族療養費附加 金 1,0 5 3 〟 4 7

小 計 2 6,2 7 8

税 務 部 門

(税 務 部)

主 税 諜
法人市民税 . 税収納管理 6 6,7 4 9 〟 5 4

C O M 5,3 0 0 〟 5 4

市 民 税 課
市 (県) 民税 3 8,8 3 7 〟 4 1

軽 自動車税 6,6 8 9 〟 4 3

資 産 税 課 固定資産税 4 2,0 0 0 〟 4 1

納 税 課

滞納整理.ロ疎 替.納強 圧糊 算定 2 2,1 1 2 〟 4 7

法人市民 税の口座振替 1,0 4 8 〟 5 8

小 計 1 8 2,7 3 5

民 生 部 門

( ≡ ≡ .≡ )

保 険 . 課

国民健康保険 7 7,3 7 3 g 4 2

乳児 . 障害者 (児) 医療 8.6 2 8 〟 5 6

国 民 年 金 課

国 民 年 金 2 2,2 0 0 K I S 5 1

福祉年金所得状況調査 1 0 1 R K K C S 5 1

臨時分 (拠 出年金未加入者 調査) 1,5 9 9 K I S 5 8

社 会 諜

生活保護 医療券 5,1 7 7 R K K C S 5 1

児 童 手 当 1,7 6 9 K 工 S 4 8

保 育 諜 児童措置費 (保育料) 7,5 4 6 R K K C S 4 9

総 務 課 老人保健該 当者個人宛通 知 4 5 5 〟 5 8

小 計 1 2 4,8 4 8

建 設 部 門

( 芸 芸 芸 )

住 宅 計 画 課 市営住宅 菅痩 1 4,3 5 0 K I S 5 8

下 水 道 管理 課

下水道使用料 6.6 1 9 〟 5 1

水洗化貸付金 4,8 9 0 I 5 1

受益者負担金 2,6 1 9 R K K C S 4 4

小 計 2 8,4 7 8

市 民 病 院 病 院 事 務 局 病 院 経 理 5,5 8 3 R K K C S 5 5

水 道 局 営 業 課 水道料金 計算 7 4,0 0 0 K I S 4 2

交 通 局 総 務 課 給 与 計 算 3.4 0 0 熊 本 計 算 4 4

合 計 2 0 課 3 o m m 4 4 5,3 2 2 3 杜に委託

(注)委託先　RKKCSは、アール・ケー・ケ-コンビニ一夕サービス

KI Sは、熊本情報処理センター
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10　職　員　研　修

(1)研修受講人員- (昭和5 8年度)

区 分

職 場 外 研 修

派 遣 研 修 合 計

一 般 研 修 専 門 研 修 そ の 他 計

延 人 員 7 5 6 1,1 1 9 2 ,0 0 5 3 ,8 8 0 2 6 1 4,1 4 1

(2)一般研修

研 修 名 対 . 象 回

a
人 員 日

数
実 施

時 期
内 容

新規 採用

節

m

揺

用

一般行政職、衛生技術、

技能労務職 (男)

回

1

人

1 09

日

4 9

月

4~ 5 対象 2 5 0 人

前期採用者 1 9 5 人
後期 〝 5 5人

公務員としての自覚と意識の確立 を図 り、職務
遂行に必要な実務の基礎知識の習得 と、職場へ

技能労務職 (女...教委等

配属 )
1 2 5 16 4

保母、妓能労務職 (女…

保育園配属 )
1 9 9 4

職員 研修 の適応力、市職員としての心構えを養成する0

特に接遇 (礼儀 )の向上、自主自立 (律 )精神の

面養、心身の鍛練に重点、を置くとともに常に問題意
識を持って自ら行動する職員を育成する0
講師……主に部内講師

看 護 婦 1 31 2 4 5

消 析 士 1 7 4 4

医 療 技 術 職 1 14 2 4 5

ffl

】 般 行 政 職 1 3 0 47 10~ ll

保健婦、衛生技術、看護婦

技 能 労務 職 (男、女 ) 1 25 4 7 10へ′11

事務員 .技術員 主. 事 補
1 34 3 7

職務を適切に遂行するために要請される知識 .技

研 修 I技 師 補 能 .態度及び判断力 .表現力の基礎を養 う。

講師.…..部内講師及び部外講師

吏 員 研 修 (1)
* m

4 14 6 4 6～7

担当する職醇を遂行するために必要な法の解釈 と

運用能力の基礎知識を習得するとともに、市行政
技 師 の現状と将来を認識する0

講師 邸内革師及び部外講師

吏 員 研 修 (2)
主 事

2 .5 9 5 5～6

中堅吏員としての市行政のあ り方と、今後の方向に.

ついての主体的な考え方 を確立するとともeE～高度

技 師 な知識と応用力、判断力、表現力を養う0
議師…...部内講師及び部外講師 (組敢能力開発セ

ンタI )

係 長 研 修 (1) 新 任 係 長 職 2 5ユ 5 7

新任監督者としての職務、役割を遂行するために

必要な知識、技能及び原理原則の習得を図 る0
議師‖.…部内講師

係 長 研 修 (2) 係 長 職 3 64 3 ユ1 .

重要かつ複雑な職務を執行管理するために必要な
監督者としての応用力、実践力をO T T ') - ダー
養成をとおして習得する。
.講師.…..部内講師

課長補佐研修(1) 新 任 補 佐 職 2 3 8 3 10

課長の職務、役割を補助代行する補佐としての職
務を遂行するために必要な知識、技能を習得する0

講師 部外講師 (人材開発研究所)

課長補佐研修(2) 課 長 補 佐 職 1 24 4 l l

課長補佐として重要かつ複雑な職務を執行管理す

るために必要な知識、技能を習得する0
講師 部内講師

課 長 研 修 課 長 職 2 5 9 3 9~ 10

市行政を効果的に執行するために必要な総合的視

野にたったものの見方、考え方及び諸々の問題に
対す る解決能力を養 う0

講師‥...部外講師 (人材開発研究所)

部 長 研 修 部 長 職 1 31 2 8

複雑多岐な地方行政の企画決.定及び、運営に直接既

わる上級管理者として要請される高度な行政能力

と時代に即応した行政感覚を養成する0
講師……部外講師
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(3)専門研修

研 修 名 対 象
回

敬
人 員

日

8
実施時期 内 容

文 書 事 務 研修 全 職 員

回 人 日

3

月
行政 を民主 的 能率的 に処理す るために必

2 1 1 7 8 要な文書事務 の合理的運用能力 を養 う。

講師 部 内講師及 び部外講師

接 遇 研 修 〟 2 4 6 2 1

公務員 として、 日常業務 に必要な接遇の心

構 え及 び態度について考 えるとと もに、応

対の あ り方 について習得 する0
講師 …...部外講師 (日本 人事管理協会)

手 話 研 修

初

&

〟

過

1
回

2 0 3 1 G ～ S

聴覚 障害の ある市民 と意思の疎通 を図 り互

いに理解 を深 めあ う0 聴覚障害者へ のサー
ビス向上 とともに、手話ので きる職 員が庁
舎内各所 に居 るこ.とで安心感 を与 え気楽 に

来庁 で きる雰囲気 を作 る (5 6 年 度か ら
継続)
講師……熊本 県ろう者福祉協会理事 長

中

w

過

2
回

2 1 2 2 5 ～ 3

法 制 執 務 研修 〟 1 *. 6
5

(半 日)
2

立法事務の原則及 び技術 を正 しく理解す る

とと もに、法の解釈及 び運用能力の向上 を
図 る。
講師 ...…熊大教授

用 地 研 修 〟 1 2 3 3 o

用地担 当職貝の基礎 知識 の普及技術 の向上

をはか る0
話師 ….I.部外講師

電 気 技 術 研 修 電 気 技 術 職 4 7 2 5 ～ 1

電気設備の保全管理について

派遣先 …九 州電気協会

栄 養 士 研 修 栄 養 士 3 7 2～ 4 8 . 2

複雑多岐化 する栄養士の業務 を合理的かつ

能率的に遂 行する能力 を養 うe
講師 …...部外講師

保 育 所 研 修 保 母 2 3 4 2 0 1～ 5 4 ′、} 3

障害児保育、自閉症児保育、幼児体育、中

堅保 母、園長研修等 の専 門的な知識及 び技

術 を習得す ることによ り俸育者 としての そ

の資質の向上を図る0
講師 .‖‥.部外講師

保 健 婦 研 修 保 健 婦 1 2 3 4 4 1- 1 6 - 1 2

保健業務遂行に必要 な医学的知識 を理解習

得す ることによ り保健業務の拡充 と保健栂

の資質の 向上 を図 る0
講師 .‥.‖部外講師

行 政 法 研 修 全 職 員 1 2 8
1 0

(半 日)
l l

行政及 び行政任の意義、特質 を理 解する と

ともに行政処分 を法律行為 として思考処理
する能力 を養 う0
講師 熊大教授

地方 自治法研修
〟 1 3 0

5
l l

現実に生起す る問題 に対処で きるよう行政

実例、判例等 を引用 しつつ地方公共団体の
粗放及び運営 についての基本法で ある地方

「憲法 と地方 自治 」 (半 日) 自治法の体系的な理解 を図 る。

講師 .…‥熊大教授

民 法 研 修 〟 1 3 0
1 0

(半 日)
1 - 2

私人相互関係 を規律す る民法 め中の r 物権

法 」の概要 を理解す るとともに公 法との関
連 について も言及す るこ とによ り、行政の
公正的確な処理能力 を養 う。
講師 .…..熊本商大講師
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(4)リーダー養成研修・その他の研修

研 修 名 対 象 回数 人 員 日数 実 施 時 期 内 容

リ

I

公務 員 倫理 指 導

者 研修 (K E T )
部 内 講 師

回

0

人 日 月

派 遣 先 .."‥公 務 研 修 協 議 会

公 研 協 方 式
〟 1 1 3 7

r 接 遇 研 修 指 導 者 養 成 研 修 会 」

ダ

.

秦

成

節

接 遇 指 導 者 研 修 (研 修 資 料 改 訂 説 明会 )

J S T
指 導者 養成 研 修

(標 準 課 程 )
〟 2 2 8 9 . 3

準 遣 先 日本 人 事 管 理 協 会

「J S T 指 導 者 養 成 課 程 」

J S で
指 導 者 養 成 研 修 〟 1 1 4 2

派 遣 先 … … 日本 人 事 管 理 協 会

サ (継 続 課 程 ) r 事 例 研 究 技 法 コ ース 」

O J T
指 導者 養成 研 修 〟 0 派 遣 先 .‖…産 業 能 率 大 学

そ

の

他

め

研

修

職 員 講 演 会 全 職 員 . 3 6 5 0 3

7
l l

1

r 食 糧 危 機 と 日本 」 西 丸 震 哉

「西 欧 と 日本 の 違 い 」 講 田豊 之
「長 距 離 選 手 と短 距 離 選 手 」

グ レ ゴ l) I クラーク

敬 . 場 研 修 〟 1 0 5 2 0 1 4 ～ 3
建 設 局 、 環 境 部 、 商 工 課 、 図 書 館 、 福 祉 事
務 所 、 食 肉セ ン タ ー、 教 育 委 員 会 で 実 施

道 .箱 交 通 法
講 習 会 〟 1 2 7 1 1 」) 交 通 安 全 対 策 課 と共 催

.同和 問題 講 演 会 1 3 5 0 1 1 0
講 師 .‥… 朝 日新 聞 編 集 委 員 高 木 正幸

同 和 対 策 室 と共 催

フ ァ ミ リ ー

ト レ ー ニ ン グ
全 課 1 3 0 3 8

謀 (粗 放 = フ 7 ミ l) I ) を一 つ の 単位 と し

て 粗 放 目標 を合 理 的 、 能 率 的 、 計 画 的 に 達
成 す るf=め の 問 題 点 の 把 盤 とそ の解 決 法 を
追 求 す る0

講 師 …… 部 外 講 師 (細魚 能 力 開 発 セ ン タ 一 )

通 信 教 育 全 職 員 1 1 7 0 2～
10ケ月 - 1 2

教 養 コI ス 、 事 務 管 理 コー ス は か
実 施 校 … .‖産 業 能 率 短 期 大 学 、 日本 マ ネ ジ

メ ン トスク ー ル 、 日本 経営 協 会
日本 ペ ンス クー ル はか

聴 講 生 〟 1 5 1年 間 吐～ S

派 遣 先 、… ‖熊 本 大 学 法 学 部

講 座 名 l..… 行 現 法 総 論 、 労働 法、 社 会 政 策
等

研 究 生 〟 1 5 1年間 4 ～ 3

派遣 先 … …熊 本 大 学 医学 部

0 都 市 開 発 に伴 う水 質 汚濁 に お
け る研 究

0 都 市巌 音振 動 防 止
0 成 人 病 に お け る 病態 生 理 学 的
研 究 等
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(5)派遣研修

研 修 名 場 所 . 人 員 廟 聞

研

修

所 .

派

逮

研

修

海 外 派 遣 研 修 西 欧 1 人 1 6 日間

自 治 大 学 校 ( 1 部 ) 東 京 都 1 6 カ月

自 治 大 学 校 ( 2 部 ) 〟 1 S ヵ月

自 治 大 学 校 ( 税 務 ) 〟 1 1 カ月

都 市 派 遣 研 修

岡 山 市 、 姫 路 市 は か 2 0 3 日

大 阪 市 、和歌 山市 ほ か 3 0 3 日

豊 中 市 、 堺 市 5 3 日

別 府 市 2 0 2 日

特達

男し研

派修

熊 日市 民大 学 「経 営 セ ミナー 」 熊 本 市 3 8 5 月～ 3 月

行 財 政 研 修 会 東 京 セ ミ ナ ー 東 京 都 2 3 日

本 省 派 遣 研 修 星 置 ㌔ 長 ㌔ 悪 霊
4 1 ～ 2 年間

& 」. .専 門 技 術 研 修 東 京 都 ほ か 4 3 1 週間以上

一 般 派 遣 研 修 〟 9 5 1週間以内
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11　選　　　　挙

(1 )永久選挙人名簿登録者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭5 &9. 2現在)

開票 区 投票 区 投 票 所 男 女 計

1

1 碩 台 小 学 校 1,3 6 4 1,9 1 8 3,2 8 2

2 信 愛 女 学 院 幼 稚 園 9 0 7 1,4 0 4 2,3 1 1

3 桜 山 中 学 校 3,0 4 5 2,6 3 2 5,6 7 7

4 黒 髪 小 学 校 1,5 5 0 1,6 3 6 3,1 8 6

5 市 立 高 校 . 1,4 2 6 1,8 3 7 3,2 6 3

6 弓 削 出 村 公 民 館 1,3 7 4 1,5 0 8 2,8 8 2

7 龍 田 小 学 校 3.4 6 8 3,8 6 3 7,3 3 1

8 武 蔵 小 学 校 1,5 1 5 1,6 7 7 3.1 9 2

9 桶 小 学 校 2,6 8 2 3,0 5 4 5,7 3 6

1 0 麻 生 田 小 学 校 2,9 1 5 3.3 7 2 6,2 8 7

l l 城 北 小 学 校 2,8 1 7 1,5 3 5 4,3 5 2

1 2 八 景 水 谷 公 民 館 1,2 8 0 1,5 4 7 2 8 2 7

13 清 水 小 学 校 2,2 4 1 2,6 0 6 4,8 4 7

1 4 亀 井 公 民 館 1,2 9 3 1,5 4 5 2,8 3 8

1 5 高 平 台 小 学 硬 2,6 9 2 3,1 2 8 5,8 2 0

1 6 銀 杏 学 園 短 期 大 学 1,2 9 7 1,4 9 9 2,7 9 6

1 7 京 陵 中 学 校 1,2 7 3 1,6 9 7 2,9 7 0

1 8 壷 川 小 学 校 1,8 4 9 2,4 0 7 4,2 5 6

.1 9 京 町 台 保 育 園 9 3 0 1,2 3 9 2,1 6 9

2 0 池 田 小 学 校 2,5 6 5 2,7 1 0 5,2 7 5

2 1 - 新 幼 稚 園 9 0 2 1,3 3 0 2,2 3 2

2 2 一 新 小 学 校 1,3 8 9 1,9 0 7 3,2 9 6

1 2 3 横 手 保 育 園 9 1 6 1,1 8 6 2,1 0 2

2 4 慶 徳 小 学 校 7 8 9 1,1 6 5 1,9 5 4

2 5 熊 本 市 役 所 1,4 1 8 2,1 0 7 3.5 2 5

2 6 白 川 小 学 校 1,2 2 5 1,6 2 4 2,8 4 9

2 7 鎮 西 高 校 1,0 3 0 1,3 5 1 2,3 8 1

2 8 大 江 小 学 校 2,1 7 2 2,5 5 1 4,7 2 3

2 9 九 州 学 院 1,3 8 8 1,8 1 1 3,1 9 9

3 0 託 麻 北 小 学 校 1,6 0 1 1,7 6 4 3,3 6 5

3 1 託 麻 東 小 学 校 3,2 0 5 3.5 0 2 6,7 0 7

3 2 託 麻 西 小 学 校 3.2 7 1 3,5 2 4 6,7 9 5

3 3 県身体障害者福祉センター 1,2 0 5 1,3 1 1 2,5 1 6

3 4 清 水 北 老 人 憩 の 家 6 4 4 7 2 5 1,3 6 9

3 5 上 熊 本 老 人 憩 の 家 5 3 9 6 4 6 1,1 8 5

3 6 託 麻 市 民 セ ン タ ー 1,1 7 8 1,1 8 1 2,3 5 9

小 計 6 1,3 5 5 7 0,4 9 9 1 3 1,8 5 4

2

4 1 五 福 小 学 校 8 6 5 1,2 2 3 2,0 8 8

4 2 花 園 公 民 館 1,4 2 3 1,7 3 8 3.1 6 1

4 3 花 園 小 学 校 2,7 6 5 3.1 2 2 5,8 8 7

4 4 岳 林 寺 1,7 2 1 2,1 5 6 3.8 7 7

4 5 城 西 小 学 校 2,7 8 4 3,3 8 1 6,1 6 5

4 6 春 日 小 学 校 2,1 5 8 2,4 8 9 4,6 4 7

4 7 春 日 保 育 園 8 5 6 1,1 7 8 2,0 3 4

4 8 古 町 小 学 校 1,5 4 2 2,0 2 8 3,5 7 0

4 9 三 陽 自 動 車 学 校 2,1 3 7 2,6 9 7 4 ,8 3 4

5 0 白 坪 小 学 校 1,7 1 1 1,9 4 9 3ー6 6 0

5 1 池 上 小 学 校 1,8 2 3 2,1 1 4 3.9 3 7

5 2 城 山 小 学 校 2,6 1 9 3-0 0 6 5,6 2 5

5 3 松 尾 東 公 民 館 5 0 5 5 6 9 1,0 7 4
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開 票 区 投 票 区 投 票 所 . 男 女 計

2

5 4 松 尾 西 小 学 校 5 7 9 6 2 5 1,2 0 4

5 5 松 尾 北 公 民 館 1 1 1 1 2 6 2 3 7

5 6 小 島 小 学 校 1,0 9 4 1 ,2 8 4 2 ,3 7 8

5 7 有 明 保 育 園 2 6 4 2 9 2 5 5 6

5 8 中 島 小 学 校 6 9 5 8 1 7 1 ,5 1 2

5 9 二 番 公 民 館 8 1 3 9 2 5 1 .7 3 8

6 0 城 南 中 学 校 1,8 6 8 2 ,7 3 1 4 ,5 9 9

6 1 川 尻 公 会 堂 1,6 3 5 1,9 4 8 3,5 8 3

6 2 力 合 小 学 校 1,7 6 3 1,9 9 3 3,7 5 6

6 3 日 吉 小 学 校 2,7 9 2 3.1 8 0 5 ,9 7 2

6 4 森 下 保 育 園 1,4 1 2 1,5 3 9 」9 5 1

6 5 向 山 小 学 校 1,7 0 6 2,1 1 0 a 8 i 6

6 6 位 安 公 民 館 1,3 6 0 1,6 5 2 3 ,0 1 2

6 7 本 荘 小 学 校 1,2 8 9 1,8 0 4 3 ,0 9 3

6 8 春 竹 小 学 校 2,5 5 7 3,2 5 7 5 ,8 1 4

6 9 事 業 内 高 等 職 業 訓 練 校 1,7 0 4 1,9 7 8 3 .6 8 2

7 0 託 麻 中 学 校 2,2 9 5 2 ,6 1 8 4 ,9 1 3

7 1 田 迎 小 学 校 1,8 4 1 2 ,0 5 2 3 ,8 9 3

7 2 御 幸 . 小 学 校 2,4 2 4 2 ,7 1 8 5,1 4 2

7 3 仁 愛 幼 育 園 8 8 4 1 ,0 6 0 1,9 4 4

7 4 城 南 小 学 校 7 2 4 7 7 1 1,4 9 5

小 計 5 2 ,7 1 9 6 3.1 3 0 1 1 5,8 4 9

3

8 1 西 原 小 学 校 3,1 1 4 3 ,2 6 1 6,3 7 5

8 2 西 原 公 民 館 9 8 1 1 ,1 3 9 2 ,1 2 0

8 3 菊 水 学 園 1,4 8 8 1 ,6 3 7 3,1 2 5

8 4 託 麻 原 小 学 校 2,9 6 6 3 .2 7 9 6,2 4 5

8 5 東 水 前 寺 公 民 館 2,1 3 4 2 ,5 9 3 4 ,7 2 7

8 6 帯 山 中 学 A 校 1,6 3 6 1 ,8 3 3 3 .4 6 9

8 7 帝 山 小 学 校 2,4 9 9 3 ,0 1 6 5 ,5 1 5

8 8 帯 山校 区 第 6 町 内公 民館 1,4 8 7 1,6 5 2 a i 3 9

8 9 京 塚 公 民 館 1,3 0 1 1,5 5 8 2 8 5 9

9 0 尾 ノ 上 小 学 校 2,9 3 9 3 ,2 6 9 6 ,2 0 8

9 1 月 出 校 区 第 1 町 内公 民 館 3,0 9 2 3 ,1 8 6 6 ,2 7 8

9 2 東 町 小 学 校 2,0 7 1 1,9 2 5 3.9 9 6

9 3 桜 木 小 学 校 2,8 3 3 3.0 9 5 5 ,9 2 8

9 4 秋 津 第 2 公 民 館 1,3 7 3 1,5 4 4 2 ,9 1 7

9 5 東 野 中 学 校 1,7 1 6 1,9 6 5 3 .6 8 1

9 6 若 葉 小 学 校 2,2 3 0 2,6 2 0 4 ,8 5 0

9 7 泉 ケ 丘 小 学 校 1,4 2 3 1,7 2 8 a i s i

9 8 泉 ケ 丘 公 民 館 1,5 2 7 1,9 2 6 3 ,4 5 3

9 9 健 軍 小 学 校 1,8 2 6 2 ,0 3 5 3 .8 6 1

1 0 0 湖 東 中 学 校 1,9 8 2 2 ,3 6 1 4 3 4 3

1 0 1 砂 取 小 学 校 2,3 3 5 3′0 6 5 5,4 0 0

1 0 2 熊 本 県 住 宅 供 給 公 社 8 4 0 1 .0 6 3 1,9 0 3

1 0 3 画 図 公 民 館 1,5 2 1 1 ,7 1 7 3.2 3 8

1 0 4 江 津 湖 団 地 第 2 集 会 所 1,4 6 0 1 ,6 8 6 3,1 4 6

1 0 5 出 水 小 学 校 1,5 3 9 2 ,1 1 4 3.6 5 3

1 0 6 覚 法 寺 1,2 1 1 1 ,5 4 3 2 ,7 5 4

1 0 7 出 水 中 学 校 2 4 1 8 」7 0 8 5,1 2 6

1 0 8 白 山 小 学 校 2,6 0 9 3,0 2 6 5,6 3 5

1 0 9 白 山 保 育 園 8 0 0 9 8 8 1,7 8 8

1 1 0 月 出 小 学 校 1,8 7 7 2 ,0 2 9 3,9 0 6

1 1 1 健 軍 東 小 学 校 1.1 2 0 1 .1 4 8 2 ,2 6 8

1 1 2 出 水 南 中 学 校 1,1 7 3 1 ,4 1 0 2 ,5 8 3

小 計 5 9 ,5 2 1 6 8 ,1 1 9 1 2 7,6 4 0

合 計 1 7 3 ,5 9 5 2 0 1 ,7 4 8 3 7 5,3 4 3
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(2)市議会議員選挙各種記録の推移

選 挙 施 行年 月 日

区 分 昭 4 2.4 .2 8 昭 4 6 .4 .2 5 昭 5 0 .4 .2 7 昭 5 4 .4 .2 2 昭 5 8 .4 .2 4

有 権 者 総 数 . 2 4 9 ,6 8 5 3 0 1 ,8 6 4 3 1 8 ,1 6 9 3 4 0 ,5 4 8 3 6 2 ,8 8 4

投 票 者 数 1 8 4 .4 7 2 2 1 9 ,8 0 8 2 2 9 .0 7 6 2 4 3 .0 1 0 2 4 8 ,6 7 5

投 票 率 鵬 7 3.8 8 7 2 .8 2 7 2 .0 0 7 1 .3 6 6 8 .5 3

立 候 補 者 数 9 9 8 9 6 8 6 4 6 4

定 数 4 8 5 2 5 2 5 2 5 2

最 高 得 票 数 3,6 6 4 4 ,6 6 1 5 ,6 1 8 6 ,4 9 8 6 ,7 6 2

当 選 者 最 低 得 票 数 1,9 1 6 2 ,4 3 8 2 ,7 0 0 3 .2 0 6 2 ,7 5 4

立 候 補 者 最 高 年 齢 7 3 6 .6 6 8 8 0 8 4

〝 最 低 年 齢 2 9 2 6 2 7 3 0 2 7

(3)各種選挙の投票率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　%)

選 .挙 別 開 票 区
第 1 第 2 第 3 全 体

衆 議 院 議 員 総 選 挙 ( 昭 5 5 . 6 ー2 2 ) 7 4 .9 5 7 4 .2 2 7 4 .8 6 7 4 .6 9

参 議 院 議 員 通 常 選 挙 ( 昭 5 5 . 6 .2 2 ) 7 4 .8 8 7 4 .1 4 7 4.7 8 7 4 .6 2

熊 本 市 長 選 挙 ( 昭 5 7 .l l .2 1 ) 3 9 .6 6 3 9 .4 5 3 8.0 9 3 9 .0 6

簡 本 県 知 .事 選 挙 ( 昭 5 8 . 2 . 6 ) 3 0 .2 6 2 6 .9 5 2 8.7 5 2 8 .7 3

県 議 会 革 負 一 般 選 挙 ( 昭 5 8 . 4 .1 0 ) 6 4 .7 1 6 8 .0 6 6 4 .3 7 6 5 .6 3

市 議 会 議 員 ⊥ 般 選 挙 ( 昭 5 8 . 4 .2 4 ) 6 7 .1 3 7 2 .4 7 6 6 .3 5 6 8 .5 3

参 議 院 議 員 通 常 選 挙 ( 昭 5 8 . 6 .2 6 ) 5 5 .9 6 5 & 2 6 5 6 .2 5 5 5 .2 3

衆 議 醗 議 員 総 選 挙 ( 昭 5 8 一1 2 .1 8 ) 6 7 .1 2 6 6 .4 9 6 7.8 6 6 7 .1 8
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(4)各種選挙党派別得票状況

選 挙 別 党 派 別 区 分 自 民 社 会 公 明 民 社 共 産 諸 派 無所 属 計

衆 議 院 議 阜 総 選挙

(熊 本 県 第 1 区 )

定 数 5

総 得 票 数 122,1 2 4 5 0,8 0 0 47,6 0 5 1 1′5 1 1 1.6 5 9 2 5′59 1 2 5 9.2 9 0

最 高 〝 46,9 2 6 5 0,8 0 0 47,6 0 5 l l,5 1 1 1,6 5 9 2 5.5 9 1 -

最 低 〝 3 5.0 9 6 5 0,8 0 0 4 7.6 0 5 l l,5 1 1 1,6 5 9 2 5.5 9 1 -

得 票 率 的 47.1 0 1 9.5 9 1 8.3 6 4.4 4 0、6 4 9.8 7 1 0 0

候 補 者 数 3 1 1 1 1 1 8

参議 院議 員 通 常選 挙

(地 方 区 )

定 数 2

総 得 票 数 1 40,9 5 8 9 0,8 89 - 1 5,1 2 5 2 4 6.9 7 2

最 高 〝 76.6 9 0 9 0,8 8 9 - 15,1 2 5 -

最 低 〝 64,2 6 8 9 0,8 8 9 15.1 2 5 -

得 票 率 的 57.0 8 3 6.8 0 - 6 .1 2 1 0 0

候 補 者 数 2 1 - 1 4

熊 本 市 島 選 挙

総 得 票 数 116,9 4 4 - 1 5,2 4 1 9,2 3 0 1 4 1,4 1 5

最 高 〝 1 16.9 4 4 - 15.2 4 1 6,7 5 9 -

最 低 〟 1 16.9 1 4 - 15.2 4 1 2,4 7 1 -

得 票 率 e4 8 2.7 0 - 10.7 8 6.5 2 1 0 0

候 補 者 数 1 - 1 2 4

熊 本 県 知 事 選 挙

総 得 票 数 80,0 2 8 - 1 7,1 9 3 4,1 2 2 - 1 0 1,3 4 3

最 高 〟 80,0 2 8 - 1 7,19 3 4,1 2 2 - -

最 低 〝 80,0 2 8 - - 1 7,1 9 3 4 ,12 2 - -

得 票 率 ¢勾 78.9 7 - - 16.9 7 4.0 6 1 0 0

候 補 者 数 1 - 1 1 3

県 議 会 議 員 選 挙

( 熊 本 市 選 挙 区 )

定 数 1 6

総 得 票 数 1 00,9 9 3 42 ,5 4 6 4 1,1 3 7 9,4 0 4 13.1 6 5 9 .8 5 6 2 1′02 1 2 3 8.1 2 2

最 高 〝 16,0 3 3 1 0,9 5 4 1 4′01 9 9,4 0 4 13.1 6 5 9,8 5 6 1 0,8 0 5 -

最 低 〟 9,8 3 8 1 0,4 5 1 13.3 7 0 9.4 0 4 13′16 5 9,8 5 6 4,4 6 8 -

得 票 率 的 42.4 1 1 7,8 7 17.2 8 3.9 5 5、5 3 4.1 4 8.8 2 1 0 0

候 補 者 数 8 4 3 1 1 ′1 3 2 1

市 議 会 議 員 選 挙

定 数 5 2

総 得 票 数 93,7 3 8 4 3.8 9 7 3 5.0 8 3 1 0.7 2 9 8,7 4 5 8 0 4 5 3,5 2 1 2 4 6.5 1 9

最 高 〟 6.7 6 2 5,2 6 0 5.1 4 0 5.4 5 3 3,1 6 0 5 7 3 5.8 5 6 -

最 低 〝 2.3 9 6 3.3 4 0 3.6 4 5 5.2 7 5 2.7 5 4 2 3 1 2 1 -

得 票 率 的 38.0 2 1 7.8 1 1 4.2 3 4-3 5 3.5 5 0.3 3 2 1.7 1 1 0 0

候 補 者 数 2 1 1 0 8 2 3 2 1 8 6 4

参 議 院議 員 通 常 選挙

(選 . 挙 区 )

定 数 2

総 得 票 数 115.2 0 4 7 5,6 0 4 8.6 2 1 1 9 9,4 2 9

最 高 〟 8 1.5 7 6 7 5,6 0 4 - 8.6 2 1 -

最 低 〝 33.6 2 8 7 5.6 0 4 8.6 2 1 -

得 票 率 e{j 57.7 7 3 7,9 1 43 2 1 0 0

候 補 者 数 2 1 l 4

衆 議 院 議 員 総 選 挙

(熊 本 県 第 1 区)

定 数 5

総 得 票 数 1 19,8 4 8 6 7,3 15 5 4,2 5 0 9′04 1 2 50,4 5 4

最 高 〟 3 8,8 2 6 3 9,9 45 5 4,2 5 0 9.0 4 1 -

最 低 〝 23,0 5 7 27,3 7 0 5 4.25 0 9,0 4 1 -

得 票 率 e{j 4 7.8 5 2 6,8 8 2 1.6 6 3.6 1 1 0 0

候 補 者 数 4 2 1 1 8

(注)国会議員の選挙については、熊本市の投票結果を吉日載
妓分による小数点以下の得票数は省略
衆議院議員選挙におけるr諸派」は「日本労働党」
熊本市長遜挙におけるr諸派」はr熊本市をよくする会」
熊本県知事選挙におけるr諸派」はr青年愛国党」
県議会議員選挙に求目するr諸派」はr新自由クラブ」
市議会議員選挙におけるr諸派」はr日本労働党J r民権の会」
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12　国　際　交　流

本市は、友好都市の関係にある中華人民共和国桂林市並びに1 0数年来にわたる友好親善を深めているドイツ

連邦共和国ハイデルベルク市との相互交泳を促進し、両市市民の相互理解と親善、交床を進めている。

更に各国との交流についても、国際社会の一員として責任と自覚のもとに友好親善を進めていくo

(1 )中華人民共和国桂林市

o　熊本市と桂林市は、昭和5 4年1 0月1日の友好都市締結以来長期的視野に立って、両市間の経済・科学

技術・都市建設・教育・文化・観光・衛生等の各分野にわたる交流と協力を促進するため積極的な各種交株

事業を進めている。

提携までの経緯とその後の経過

昭和5 4年7月、中国桂林市-友好都市締結についての事務打合せのための先遣団を派遣。同年1 0月1日、

梁成業桂林市革命委員会主任を団長とする桂林市友好訪問団一行2 0名を熊本市に迎え、市議会の同意を得て、

市制施行9 0周年記念式典と機を一にして友好都市の調印式を挙行した。

更に昭和5 5年1月星子熊本市長を団長とする熊本市友好訪問団が桂林市を中心に中国各地を歴訪し、友好交

流事業について具体的話し合いを行って以来、両市の友好往来はますます活発になり、特にこの間の往来は、将

来の交流の基礎を築いた。又、締結5周年に当たる昭和5 9年5月には星子市長を団長とする熊本市友好訪問団

が再び訪中し、各種の記念事業が合意され、両市間の栽善友好は新たな発展の時期を迎えている。

主な交流状況

5 5年1月　　熊本市友好訪問団の桂林市訪問

5月

8月

8月

10月

56年　2月

10月

57年　4月

8月

10月

58年10月

59年　4月

5月

桂林市の概要

桂林市考察組の来熊

熊本市高校生の桂林市訪問(5 6、 57、 58年も実施)

梁山種林市革命委員会主任及び桂林市歌舞団一行の火の国まつり参加

公害共同考察組を桂林市へ派遣

熊本市の千席桜を桂林市-贈呈

熊本市民友好の翼b桂林市訪問(5 7、 5 8年も実施)

桂林市留学生の受入れ

桂林市体育代表団来熊

熊本経済交流訪中団の派遣

熊本市留学生の派遣

棲林市経済考察団の釆熊

熊本市友好訪問団の桂林市訪問

桂林市は、中国西南部、広西壮(チワン)族自治区の東北部に位置する永い歴史をもった風光明娼な都市で、

市内には澄みき蝣>tz水がLg)ったりと托れる演江沿いに、南画にみられるような奇峰、奇岩(象鼻山・独秀峰・畳

彩山・直笛岩などと名付けられている)がそそり立ちr桂林山水甲天下」と詣われるすばらしい景観を呈してい
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る。

また、瞳林の桂はキンモクセイのことで、キンモクセイの街路樹が街の隅々まで植えられて、花の咲く9月、

1 0月には街中がその香りで包まれる。

棲林市の人口は、現在約3 0余万人で、大多数は漢民族であるが、回・壮・首塔などの民族からなっているo

市内の面積は5 4平方キロメートルで、気候は亜熱帯地方に属し、年間の平均雨量は1,9 0 0ミリメートル、平

均気温1 9℃と温和で、住みよい地方とされ、古くから広西の政治、文化の中心地として栄えてきたところであ

*M

(2)ハイデルベルク市

熊本市とハイデルベルク市とは、 1 0数年来の交流を重ねている。

ッンデル、ハイデルベルク市長の釆熊、皇子熊本市長のハイデルベルク市訪問、更に5 7年8月の両市市旗の

交換、 5 8年7月のツンデ}t,市長を迎えての熊本市民の手によるミュージカル「アルト・ハイデルベルク」の公

演は、両市間の友好の辞を一段と強固なものにした。

これを機に今後は更に、経済・文化等の各分野にわたって両市の交流を深め、両市市民の友好親善を進めてい

く。

主な交流状況

55年1 1月　　ツンデル、ハイデルベルク市長の来熊

5 6年　8月　　星子熊本市長のハイデルベルク市訪問

5 7年　8月　　ハイデルベルク市管弦五重奏団の火の国まつり参加

5 8年　6月　　交泳事業促進のためのハイデルベルク市訪問団を派遣

7月　　ミュージカル「アルト・ハイデルベルク」鑑賞等のためツンデル市長来熊

1 0月　　熊本市経済訪問団の派遣

ハイデルベルク市の概要

バーデン-ウ3.ルテンベルク州ノルトバーデン県に位置し、昔のおもかげをとどめた古城と大学のまち。人口

13万人。

ネッカー川とライン川の合泳点に近く、標高1 1 6メート,ル、温和な気候に恵まれた、ドイツで最も美しい都

市のひとつである。
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13　名　誉　市　民
(昭59. 4.1現在)

故徳富猪一郎(蘇峰)氏(昭和30年顕彰)

文久3年1月2 5日生まれ。近世日本の先覚者として、また、すぐれた思想家であった。

無本在住中は大江義塾の創始者として子弟の教育に専念し、その啓蒙的影響が大であった。

昭和32年11月2日逝去(94歳)

故高橋守雄氏(昭和30年顧彰_)

明治1 6年1月1日生まれ。第7代市長として、 3大事業などを完遂(二十三聯隊の移転、市電、上水道の開設そ

の他)無本市の近代化、発展、繁栄につくし、また、教育者として、郷土教育の振興育成に活躍した。

昭和32年5月6日逝去(74歳)

故細川護立氏(昭和35年顕彰)

明治1 6年1 0月2 1 B生まれ。細r隊1 6代当主、有斐学舎の会長、また、肥後奨学会の総裁に就任、多顔の奨学

-金を出資し学徒の育成援護につくした.さらIを国の文化財保護委員会委月として、本市の重要文化財.史跡名勝

などの保存活用に貢献した。

昭和45年11月18日逝去(87歳)

故福田令寿氏(昭和35年顕彰)

明治5年1 2月7日生まれ医師開業のかたわら、五高、医専などで教鞭をとり、子弟の教育に専念のほか、社会文

化、社会福祉関係の諸要職を歴任した。特に県の文化功労者にえらばれたほか,かずかずの叙勲、受賞にかがや

き、郷士の社会文化、福祉の向上発展につくした功績は大きい。

昭和48年8月7日逝去(100歳)

故宇野哲人氏(昭和44年顕彰)

明治8年1 1月1 5日生まれ。東京帝国大学で漢学、中国哲学の教授、名誉教授としてのすぐれた業績は、郷士無本

の文運の興隆に、多くの影響をあたえた。また、現在わが国における漢学関係の学究者で、直接、間接に氏の薫

陶、影響を受けないものはないといっても過言ではf」い.

昭和49年2月19日逝去(98歳)

故堅山熊次(南風)氏(昭和44年顕彰)

明治20年9月1 2B生まれ横山大観画伯などE聴日本画に精進し、その多くの作品のうえに肥後の郷土色の

にじみ出た芸術の香りがよく生かされている。

氏のすぐれた業顔は、現在、大観画伯なき後の日本画壇の第一人者といわれ.また.郷土文化の進展に大きく

貢献している。

昭和55年12月30日逝去(93歳)

後藤祐太郎(是山)氏(昭和54年顕彰)

明治1 9年6月8 E]生まれ。無水こわける文化啓蒙家として郷土史の研究、文化活動において多大の功如;あった。

俳句同人誌「東火」 (昭和2年Tかわがらし」として創刊。昭和17年に改題。 )主宰をはじめ、力作「肥後

文人画の研究」 「肥後国誌」等の著作. 「無本市政七十年史」の編纂、 「県史」 「県議会見」の監修など、氏が

手がけた仕事は、名利を求めず時流にもおもねらず、ひたすら自己の真実を貫くその生活態度とともに.今日高
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く評価されている。勲瓦等瑞宝章受章O県近代文化功労者。無自社会賞受賞。

現在97歳

中村破魔子(汀女)氏(昭和54年顕彰)

明治3 3年4月1 1日生まれ。現代女流俳人の静二人者。氏の句は女性特有のこまやかな情感に裏打ちされて艶であ

り優であり且つ頭脳的であるところにその本額があるが、そのなかにはまた、常に変わらぬ故郷熊本を想う純情

がみなぎっているのも特徴の一つである。俳誌「風苑」を主宰する傍ら、 「春雪」 「汀女句集」 「春暁」閥影」

「都鳥」 「番葎粧ふ」など数々の句集をはじめ、 「ふるさとの美子」 「その日の風」などの随筆集を刊行し、女

性俳句の隆盛はもとより文化の振興に多大の貢献があっも勲四等宝冠章受章o文化功労者o県近代文化功労者o

現在83歳
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(2)予算総括表
(単位　千円)

区 分 5 9 年 度 5 8 年 度 予 算 比 較 仲 率

班)l ㈲

会 計 別 当 初 予 算 伽 当 初 予 算 田) 現 計 予 算 (劫 - ォ 田)

般 会 計 89, 93 0, 00 0

%

4 6. 0 8 ℃3 6 0, 000

%

45. 2 9 9, 0 67, 3 45

%

47. 9 2, 5 70, 00 0

%

2、9

特 別 重 計 81, 6 22, 73 7 41. 7 8 0, 37 6, 187 41. 6 8 1, 622 ,7 55 39. 5 1, 2 46, 5 50 1. 6

国 民 健 康 保 . 険 会 計 19, 9 23一9 49 10. 2 19, 75 2, 46 2 10. 2 2 0. 82 5一8 8 6 10. 1 17 1, 4 87 0. 9

住 宅 改 修 資 金 貸 付 事 業 会 計 40. 160 0 3 5, 07 7 0 45, 22 2 0 5. 0 83 14. 5

障 害 者 住 宅 整 備 資 金

貸 付 事 業 会 計
3 2.0 25 0 3 0, 0 88 0 2 0, 50 2 0 1,9 3 7 6. 4

老 人 居 室 整 備 資 金 貸 付 事 業 会 計 1 10. 576 0.1 10 6. 8 6 1 0. 1 10 2, 49 5 0. 1 3,7 1 5 3. 5

老 人 保 健 医 療 会 計 21, 96 7, 289 ll. 2 20, 7 12, 7 12 ▼ 10. 7 2 1, 7 35, 6 24 1 0. 5 1, 25 4, 57 7 6. 1

交 通 災 害 共 済 事 業 会 計 10 1′167 0- 1 9a 2 44 0. 1 124, 161 0. 1 2, 92 3 3. 0

食 肉 セ ン タ ー 会 計 2 16′35 9 0. 1 2 1 2, 145 0. 1 2 17, 6 44 0. 1 4, 2 14 2.0

農 業 共 済 事 業 会 計 33 1, 50 1 0. 2 3 3 7, 120 0. 1 278, 8 92 0. 1 △ 5, 6 19 △ 1. 7

産 業 振 興 資 金 会 計 3, 12 3, 2 10 1. 6 2, 91 5, 70 4 1. 5 2一915. 70 4 1. 4 2 07, 50 6 7. 1

中 小 企 業 勤 労 考

福 祉 共 済 事 業 会 計
77, 38 7 0. 1 6 1. 086 0 6 5, 17 4 0

ー
1 6,3 0 1 26. 7

流 通 業 務 団 地 造 成 事 業 会 計 3′5 68, 3 10 1. 8 3, 07 2, 88 2 1, 6 2, 96 6, 54 9 1, 4 4 9 5, 4 2 8 16. 1

蔑 輸 . 事 業 会 計 20, 58 1, 0 97 10. 5 2 1, 78 4, 5 24 l l. 3 20, 16 2, 88 3 9. 8 △ 1′2 0 3,4 2 7 △ 5. 5

熊 本 城 会 計 41 2, 9 26 0. 2 4 17, 5 02 0 . 2 41 9, 60 1 0. 2 △ 4,5 7 6 △ 1. 1

都 市 開 . 発 資 金 会 計 23 1, 9 37 0. 1 2 96, 8 20 0 .2 29 6, 82 0 0. 1 △ 6 4,8 8 3 A 2 1. 9

東 部 第 一土 地 区 画 整 理 清 算 会 計 33, 0 1 1 0 3 3, 3 30 0 3 3. 29 9 0 △ 3 1 9 △ 1. 0

復 興 土 地 区 画 整 理 清 算 会 計 1 5′9 12 0 30, 3 99 0 18, 8 14 0 △ 14, 48 7 A 4 7. 7

公 共 下 水 道 事 業 会 計 10, 22 6,′9 79 5.2 9, 8 79, 535 5. 2 1 0, 7 17, 5 64 5. 2 3 47, 44 4 3.5

付 事 業 会 計 36 8. 24 4 0.2 3 54 , 493 0. 2 3 33, 5 18 0. 2 13′75 1 3.9

住 宅 新 築 資 金 貸 付 事 業 会 計 26 0, 69 8 0. 1 2 45, 203 0. 1 3 42, 4 03 0. 2 15, 49 5 6.3

一 般 . 特 別 会 計 合 計 17 1, 55 2, 73 7 8 7. 7 16 7, 7 3 6, 187 8 6. 18 0.6 90, 100 8 7. i 3, 8 16, 55 0 2.3

企 業 全 軍 2 4, 13 9, 38 9 12. 3 2 5, 46 4, 44 6 1 3. 2 2 6, 125, 8 26 12. 6 A l, 3 25, 05 7 △ 5. 2

産 院 会 計 47 9, 59 9 0. 3 45 6, 57 2 0. 2 41 4, 592 0. 2 23, 0 27 5. 0

市 民 病 院 会 計 5, 9 13′0 1 3 3. 0 7, 14 6, 99 3 3. 7 7 203, 271 3. 5 △ i, 23 a一98 0 A 17. 3

水 道 事 業 会 計 ll,8 38, 3 3 5 6. 0 ll, 99 7, 57 4 6. 2 12, 548, 886 6. 0 △ 15 9, 23 9 △ 1.3

交 通 事 業 会 計 5, 908′44 2 3. 0 5, 86 3,一30 7 3. 1 5, 95 9, 077 2. 9 4 5, 13 5 0. 8

総 計 19 5, 6 92, 12 6 10 0 19 3′20 0, 63 3 loo 2 06, 81 5, 926 100 2, 49 1, 49 3 1. 3
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(3)一般会計性質別財源充当状況
(単位　千円)

区 分

性 質 別

5 9 年 度 当 初 . 予 算 5 8 年 度 当 初 予 算 .

予 算 額 構

成

也

特 定 財 源 - 般 財 源 予 算 額 棉

成

也

特 定 財 源 一 般 財 源

l A ft ft 24, 0 85, 27 7

%

26. 1 1, 699′19 1 2 2, 3 86, 0 86 23, 23 3, 25 8

%

26. 6 1, 6 39′8 1 4 2 1, 5 93, U 4

2 物 件 費 6, 7 32, 4 15 7. 5 1, 46 1, 44 4 5, 2 70. 9 71 6, 53 9′91 1 7. 5 lt 470 , 566 5, 0 69, 3 4 5

3 維 持 補 修 費 1, 3 68. 4 33 1. 5 32 0, 882 1,0 47, 5 5 1 1, 39 2, 9 15 1. 6 21 9, 8 0 0 1, 173 ′11 5

P 4 扶 助 費 17, 6 92, 8 45 1 9.7 1 4, 43 4, 10 9 3, 2 58. 7 3 6 17, 03 7, 90 4 1 9. 5 1 3, 9 07, 8 6 9 3 . 13 0, 03 5

5 補 助 費 等 3, 127, 9 75 3ー5 30 0, 06 2 2,8 27, 9 13 2. 86 3, 04 4 3.3 26 7, 63 6 2, 59 5, 40 8

6 普 通 建 設 専 業 2 0, 5 28. 0 92 2 2.i 13′57 1, 73 8 6, 95 6,′35 4 21, 3 9 1′33 6 2 4. 5 14, 79 5′51 7 6, 5 95, 81 9

補 助 事 業 8. 9 45, 3 48 9. 9 8, 0 76, 86 7 8 68, 48 1 9, 4 95, 70 7 10. 9 & 6 18, 16 7 87 7, 54 0

単 独 事 業 l l, 582 ,7 44 1 2. 9 5, 4 94, 87 1 6, 0 87, 87 3 l l, 8 95, 6 29 13. 6 6, 17 7, 35 0 5′7 18. 2 79

7 教 書 復 旧 事 業 - -

8 失 業 対 策 事 業 1, 2 85, 4 5 8 1ー4 5 34, 93 6 75 0, 52 2 1, 3 22, 1 76 1- 5 5 59, 8 42 7 62, 33 4

9 公 債 費 8, 3 6 6,8 3 1 9. 3 8 51, 92 2 I 5 14, 90 9 7, 359, 1 4 4 8. 4 7 52. 5 63 6, 6 06, 5 8 1

1 0 積 立 金 56 3. 7 13 0. 6 5 63,′7 12 1 458. 6 66 0. 5 4 58. 6 65 1

1 1 雷 撃 芸
42 2, 66 1 0. 5 42 2. 66 1 17 4.9 88 0. 2 - 174. 988

1 2 貸 付 金 40 4, W O 0. 4 3 94, 9 82 9, 1 18 48 2, 100 0. 5 3 93, 3 25 88, 77 5

1 3 繰 出 金 5, 28 2, : 5ー9 45, 4 75 5, 2 36, 72 5 5, 03 4,5 5 8 5. 8 37, 9 53 4, 9 96, 6 0 5

1 4 予 備 費 7 0. 00 0 0. 1 70, 00 0 7 0, ( 0. 1 - 70, (

合 f t 89, 93 0, 1 10 0 3 4, 1 78, 4 53 55′7 51, 5 47 87, 36 0, 0 0 0 10 0 34, 5 03,′5 50 52 .8 56, 45 0
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(4)一般会計決算の推移

(歳　入)

×分

款 年度

金 額 ( 千円 ) 構 成 比 ( % )

5 5 5 6 5 7 5 8 5 9 5 5 5 6 5 7 5 8 5 9

1 市 税 3 3,1 3 0,2 1 4 3 7,1 3 1,3 0 7 4 0,3 2 0,4 6 9 4 3,7 6 4,6 5 9 4 1,8 7 1,3 17 3 5.6 3 7.2 3 7‥9 4 4.2 4 6.6

2 地 方 譲 与 税 65 6,3 1 5 7 0 3 ,1 6 8 7 1 5.4 3 4 7 4 8.6 3 5 6 0 1,0 0 0 d] = 0.7 0.7 0.7 0,7

3 自動 車 取 得 税 交 付 金 40 0,3 7 2 4 1 5,8 8 6 4 1 0,3 0 0 4 0 0.0 0 0 4 0 0,0 0 0 0.5 0.4 0.4 0 .4 0.4

4 開 甥 欝 賢 妻
6,3 5 0 6,2 2 8 6,0 1 7 1,0 0 0 1,0 0 0 0 0 0 0 0

5 地 方 交 付 税 1 0,1 5 9,5 6 6 10,9 8 6,4 9 5 1 2.4 1 2,5 6 7 1 0月7 1,7 4 5 1 0,0 0 0′0 0 0 10.9 l l.0 l l.7 l l.0 l l.

6 轟 預 ,1㌢ 浮 雲
10 9,8 9 7 9 0,2 1 8 1 10.2 8 4 1 0 0,0 0 0 1 0 0.0 00 0.I 0.1 0.1 0.1 0.1

7 分 担 金 及 び 負 担 金 78 4,1 8 9 8 6 7,0 8 7 8 7 2,0 5 4 9 6 7.1 7 3 9 5 7,8 9 8 0.g 0.9 0.8 1.0 1.1

8 使 用 料 及 び 手 数 料 1,6 5 6,7 8 3 1.8 7 6.9 8 4 2,1 5 9,0 6 5 1,9 8 5.3 8 5 2.1 5 4,7 7 5 1.8 1.g 2.0 2、0 2.4

9 国 庫 支 出 金 19,9 6 6,6 6 0 2 0.8 9 8▼3 1 1 2 2 ,5 0 0,0 0 4 2 0,0 9 2,1 4 3 U 3 4 6′3 5 2 2 1.5 2 1.0 2 12 2 0.3 2 0.4

1 0 県 支 出 .金 2′6 3 2,7 7 4 3 ,0 6 0,′6 5 5 2 .9 9 7,1 2 1 2,4 7 9,4 4 1 1,8 8 5一2 9 1 2.8 3.1 2.8 2.5 2.1

1 1 財 産 収 入 1一1 18,6 6 7 1,3 8 3,0 3 7 1,8 4 0,′3 5 0 1.3 1 6,5 3 1 1.1 8 8.8 0 2 1.2 1.4 1.7 1.3 1.3

1 2 寄 附 金 4 1,1 4 7 4 7.7 5 8 2 1,7 4 9 1 2,0 6 9 2,7 0 1 0.1 0 0 0 0

1 3 繰 入 金 2,6 2 4,1 3 7 3,0 1 9,1 1 4 9 4,0 0 2 4 8.7 7 9 2 0,0 2 4 2ー8 3.0 0.1 0.1 0

1 4 繰 越 金 2,9 2 0,3 5 3 3.4 8 4,5 1 8 4′1 9 7,9 7 8 1.9 1 7.4 5 3 5 0 0,0 0 0 3.1 3.5 3.9 1.9 0.6

1 5 諸 収 入 4,1 2 2,6 5 9 4,6 7 3,6 8 5 6,3 2 6,9 4 9 3,0 4 7,8 3 2 3,1 9 5,′6 4 0 " 4.7 6.0 3.1 35

1 6 市 債 1 2.6 2 3.7 0 0 l l,0 7 2,3 0 0 l l,3 4 6,5 0 0 l l,3 1 4一5 0 0 8.7 0 7,2 0 0 ‥1 3.6 l l.1 1 0.7 l l.4 97

合 計 9 2,9 5 3,7 8 3 9 9,7 1 7.2 5 1 1 0 6,3 3 0,8 4 3 9 9,0 6 7,3 4 5 8 9,9 3 0,0 0 0 10 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

(歳　出)

区 分

款 度

金 額 ( 千 円 ) 構 成 比 ( % )

5 5 5 6 5 7 5 8 59 5 5 5 6 57 5 8 5 9

a 6 3 7.1 12 6 5 1,3 8 6 6 5 3,0 0 9 7 1 2.12 2 7 1 9,3 1 8 0.7 0.7 0.6 0.7 0.8

2 総 務 費 1 6,3 5 6,3 7 1 17.1 5 1,0 8 2 l l,2 3 7,5 3 1 1 2,2 9 4朋 1 9,1 0 5,9 8 5 1 8.3 1 7.9 1 0.8 1 2.4 0.1

3 民 生 費 2 0,0 6 5.8 9 5 2 1,9 8 0,2 0 1 2 3一1 0 9,8 8 9 2 2,4 3 1,6 8 0 2 1,5 7 6′6 0 7 2 2.4 2 3.0 2 2.3 2 26 4.0

4 衛 生 費 6.6 8 5,8 1 8 7,1 9 1,0 8 3 9,7 0 8.9 6 5 9,1 9 8.3 2 5 8.7 0 0,6 2 4 7.5 7.5 9.3 9.3 9.7

5 労 働 費 1,4 8 3β7 1 1,8 1 5.1 0 5 1,3 6 1,6 3 4 1,3 3 9,4 4 7 1,2 8 5,4 5 8 1.6 1.9 13 1.3 1.4

6 農 林 水 産 業 費 1月3 9,7 4 1 1,9 6 2,5 9 5 2,2 9 1,7 1 0 1′8 5 1,0 3 9 1,5 1 4,9 9 5 2.1 2.0 2.2 1-9 1.7

7 商 工 費 2,5 6 7,0 4 9 1.5 3 & 4 9 9 4,0 1 5,5 6 4 1,7 7 2,7 1 1 1,6 5 0,2 3 4 29 1.6 3-9 1.8 1.8

8 土 木 費 1 4,6 86,6 8 6 1 6′4 7 7.9 7 8 2 2,7 5 3′6 4 5 1 8,4 9 3,8 3 9 1 6.1 7 1一3 8 5 1 6.4 1 7.2 2 1.9 1 & 7 1 8.0

9 消 防 費 2,7 7 1,2 3 6 3,1 12,1 8 7 3,0 6 9.2 1 8 4,0 1 3,3 7 1 3′9 4 5,9 5 4 3.1 3.2 3.0 4.l 4.4

1 0 教 育 費 1 5,0 4 2月3 7 1 5,1 5 0,2 3 6 1 6,7 4 4,5 5 3 1 4,4 5 3,7 7 2 1 3,8 0 5,9 5 7 16.8 1 5.8 1 6.1 H .6 1 5.4

1 1 災 害 復 旧 費 1 4 2,0 06 5 8.2 5 2 1 9 8.8 7 5 2 4,6 4 0 0 0.2 0.1 0.2 0 0

1 2 公 債 費 4,5 5 8,0 3 4 5,9 0 7.6 8 7 7,6 5 7,9 6 4 8.8 9 6,4 3 3 8.3 7 3.1 4 2 5.1 6.2 7-4 9.0 9.3

1 3 諸 支 出 金 2,6 3 33 0 9 2.7 4 5,0 2 9 1,0 4 5,0 1 2

0

1 0 3,8 4 7,5 6 9

3,5 1 5,8 7 5 3一0 1 0,3 4 1 2 .9

0

1 0 01

2.9 1.0 3.5 3.3

1 4 予 備 費 0 0 7 0,0 0 0 7 0,0 0 0 0 0. 0.1 0.1

合 計 8 9,4 6 9,2 6 5 9 5.7 4 1,3 2 0 9 9,0 6 7,3 4 5】8 9,9 3 0,0 0 0 1 0 0 10 0 1 0 0 1 0 0

(注) 58年度は最終予算額・ 59年度は当初予算額を示す
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(5)財政指標(普通会計ベース)

(単位　千円)

午

区 分

5 3 5 4 5 5 5 6 5 7

伸

率

描

数

伸

*

指

サ

仲

率

描

数 .

仲

率

描

8

仲

翠

描

数

基 準 財 政 需 要額 2 6.6 91,4 7 8
%

1 6.9 1 0 0 29,5 1 3.2 03
%

10.6 1 1 1 3 2,6 3 7,1 6 7

m

1 0.6 1 2 2 3 7,6 0 7.4 7 2
%

15.2 1 41 4 1,2 1 3,3 0 0
%

9.6 1 54

基 準財 政 収 入 額 18.07 7,6 5 9 1 7.0 1 00 19,7 5 2,1 19 9.3 l o g 2 2,8 9 6一0 4 2 15.9 1 27 2 6,8 2 7,09 7 17.2 14 8 29,2 7 9.0 2 2 9.1 1 62

標 準 税 収 入 額 23.9 4 7,0 5 0 1 7.1 1 00 2 6.1 27,7 0 5 9Ⅰ1 l o g 3 0,3 0 9,2 8 4 16.0 12 7 3 5.5 45.6 9 4 17.3 1 4 8 3 8.7 8 * 3 60 9.1 1 62

標 準 財 政 規 模 3 2,6 1 1,7 0 1 7、3 10 0 3 5.6 33,7 4 0 9.3 1 0 9 4 0.0 2 1,23 9 123 12 3 4 6.08 0.3 4 0 1 5.1 1 4 1 5 0.7 2 2,6 38 10、1 15 6

財 政 力 指 数 n6 5 0.6 8 0.6 8 0.6 9 0.7 1

実質 収 支 比 率(% 5.9 52 46 4.4 3.5

公 債 費 比 率 (% ) 6.1 7.3 & 8 9.9 l l.6
1
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15　市　　税

(1)市税の税率及び納期

税 目 税 率 納 期 由

市

氏

税

個

人

均 等 割 2,0 0 0 円

1 期 6 / l ~ 6 / 3 0

所 得 割

課税所得金額 税 率

3 0万 円以下 2 %

3 0 万円 超 . 3 %

4 5 万円 〝 4 %

7 0 万円 〝 5 %
2 期 8 / l ~ 8 / 3 1

1 0 0 万円 〝 6 %

1 3 0 万円 〝 7 %

2 3 0 万円 〝 8 %

3 7 0 万円 〝 9 % .

5 7 0 万円 〝 1 0 %

9 5 0 万円 〝 1 1 %
1,9 0 0 万円 〝 1 2 %

2 ,9 0 0 万円 .〝 1 3 %

4 ,9 0 0 万 円 〝 1 4 %

3 期 1 0 / 1 ~ 1 0 / 3 1

4 期 1 / 1 ~ 1 / 3 1

0 一般的な申告納付期限 各事業年産終了
の日から2 カ月以J勺1 但し、税務署長の

汰

人

均 等 割

1 資本等の金額が 5 0億円を超える法人で熊本市
内に有する事務所等の従業者数の合計数が5 0 人
を超えるもの 年額 3,6 0 0,0 0 0 円

2 資本等の金額が1 0億円を超え5 0億円以下で
ある法人で従業者数の合計数が5 0 人を超えるも
の 年額 2,1 0 0,0 0 0 円

3 資本等の金額が1 0 億円を超える法人で従業者
数の合計数が 5 0人以下であるもの及び資本等の金
額が 1億円を超え1 0 億円以下である法人で従業

承認を受けたものは3 カ月以内

O人格のない社団等で収益事業を行わない

もの 公共法人、公益法人で均等割のみ

を課 さTLるもの
者数の合計数が 5 0 人を超えるもの

年額 4 8 0,0 0 0 円

4 資本等の金額が1 億円を超え1 0億円以下であ
る法人で従業者数の合計数が 5 0 人以下であるも
の及び資本等の金額が 1 千万円を超え1 億円以下
である法人で従業者数の合計数が 5 0 人を超える
もの 年額 1 8 0,0 0 0 円

5 資本等の金額が 1千万円を超え1億円以下であ
る法人で従業者数の合計数が 5 0 人以下であるも
の及 び資本等の金額が1 千万円以下で従業者数の
合計数が5 0 人を超えるもの

年額 1 4 4,0 0 0 円

6 前各号に掲げる法人以外の法人等
年額 4 8,0 0 0 円

4月 3 0 日

※均等割の税率は 5 9 年4 月1 日以後決算
期が到来するものよ り適用

法人税割
1 4 .7

1 0 0

県

氏

秩

個

人

均 等 割 5 0 0 円

個人市民税 と同じ
所.得 割

課税所得金額 税 率

1 5 0 万 円以下 2 %

1 5 0 万 円 超 4 %

固 定 資 産 税
1.4

1 期 4 / 1 - 4 / 3 0

2 期 7 / l ~ 8 / 1

1 0 0 3 期 9 / l ~ 9 / 3 0

4 期 1 2 / 1 ~ 1 2 / 3 1

都 市 計 画 税
0.2

1 0 0
固定資産税 と同じ

軽 自 動 車 税

1 原動機付 自転車

の 総排気 量が 5 0cc以下( 6 50円)l,000 円

w 〝 9 0cc // (1 ,0 00,円Dl,2∝l円

(9) 〝 12 5cc サ (1,30畔I∃Dl,60 0円

2 軽 自動車

C7) 二輪のもの (何事付を含むX 20OOPI 2,40 0円

w 三輪のもの (2 ,6001円D3.100円
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税 目 税 率 納 期 限

鯛 用のもの{苫器 蝣(・5( 5‥2 0 OH ) 5,59 0 OR ) 7 ,2 3 謂

.㌣ 十 ^ y - 蝣-蝣蝣 ∴ ∴

H 雪上車 ( 2 ,0 0 0円)2,4 0 0円

3 ′ト型特殊 自動車

C7) 農耕作業用 自動車 (1,300,円I) 1,6 0 0円

打) 刈塀脱穀作業 自動車 1,6 0 0円

(9) その他 の もの (3 .9 00F D 4,7 0 0円

4 二輪の小型 自動卓

絶排気量が 250 cc超 (3,30 01円 4,0 0 0円

(注) ( ) の金額は電気軽 自動車等に遠

慮 され る税率

5 / 1 ~ 5 / 3 1

市たば こ消費税 1 8.1 %
小売人又は直接 消費者に売 り渡 した月の

翌月末 日まで

電 気 税 5 % 毎 月 2 5 日

ガ ス 税 2 % 毎 月 2 5 日

木 材 引 取 税

( 1立方メー トル当たり)

1 す ぎ 9 7 円

2 ひのき 1 1 9 円

3 ま つ 7 6 円

4 広葉樹 9 0 円

5 けやき及びまかは 広葉樹の 1.3倍

6 内地産のくす、なら、ほほ、えんじゆ、く

わ、 しほ じ、やちだも、 くるみ ( さわくるみ

を含む ) 1 けんほ う、 な し及び くり

以上広葉樹の 1.2倍

7 内地産のかし類 (あかかし、あらかし、し

らか し、 うはめかし及びいちがし)

広葉樹の 1.1倍

8 ぷな及びしい 広葉樹の 0.6倍

9 針葉樹のパルプ用材及び坑木

す 乳 ひのき、まつの 0.6 倍

1 0 広葉樹のパルプ用材及び坑木

広葉樹の 0.5倍

毎 月 7 日

▼商 品 券 発 行 税 商品券発行額の 2 % 毎月 1 0 日から末 日

糊 り土地保有税

土地の保有に対 して課するもの 了鵠 l 土地の保有に係るもの (保有分 ) 5月末 日

土地甥 得に対 して課するもの 1 0 0
土地の鞍得に係 るもの (収得分) 8月末 日

2月末 日

事 業 所 税

1 既設分 既設分

の 資産割 事業所床面積 1 m2につき 法人 T 各事 業年度終了の日か ら2 カ月以内

年 5 0 0 円

U ) 従業矧 従業静 雑 額の 手指

2 新 設分

個人 - そ の年 の翌 年 3 月 1 5 日

新 設分

新増設事業所床面棟 1 m2につき 6,0 0 0 円 新増築 した 日か ら2 カ月以内
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(2)納税義務者の推移

年 度

税 目
54 5 5 5 6 5 7 5 8

市

氏

秩

価

人

並
E】

均 等 割 の み 6,3 4 5 7ー0 3 5 7 ,5 4 8 7 ,4 6 5 7 ,5 2 1

過

敬

吹

所 得 割 の み 9.2 8 3 1 0,0 8 4 1 0 ,3 8 3 l l ,1 5 2 . 1 1ー5 3 7

完 全 納 税者 3 6 ,0 1 0 3 7 ,8 5 8 4 0 .8 5 0 4 2 .9 3 2 4 5 ,7 1 7

計 5 1.6 3 8 5 4 ,9 7 7 5 8 ,7 8 1 6 1ー5 4 9 6 4 ,7 7 5

特

刺

敬

衣

均 等 割 のみ 2 ,0 4 5 1 ,9 3 0 2▼1 1 5 2 ,1 3 1 1 ,9 7 4

所 得 割 のみ 1 5 ,5 1 1 1 6 ,0 8 7 1 6 ,1 2 5 1 6 .4 4 5 1 6 ,5 0 0

完 全納 税 者 1 0 2 ,9 9 9 1 0 4 ,6 5 8 1 0 8 ,4 0 0 1 0 9 ,7 8 8 1 1 1 .3 2 1

計 1 2 0 ,5 5 5 1 2 2 ,6 7 5 1 2 6 ,6 4 0 1 2 8 .3 6 4 1 2 9▼7 9 5

小 計 1 7 2 .1 9 3 1 7 7 ,6 5 2 1 8 5 ,4 2 1 1 8 9 .9 1 3 1 9 4 ,5 7 0

法 人 調 定 件 数 1 6 ,6 6 6 1 7 ,5 6 0 1 7 ,8 4 7 1 8 ,6 0 0 1 9 .1 0 0

固 資 土 地 及 び 家 屋 1 1 0 ,5 2 0 1 1 4 ,5 2 4 1 1 7ー2 2 2 1 2 1 ,6 6 7 1 2 4 ,5 8 1

産

定 税

償 却 資 産 ( 2 ,3 2 5 ) ( 2 ,4 6 9 ) ( 2 ,6 6 5 ( 2 ,7 9 3 ( 2 ,8 3 8 )

小 計 1 1 0 ,5 2 0 1 1 4 ,5 2 4 1 1 7 ,2 2 2 1 2 1 ,6 6 7 1 2 4 ,5 8 1

奄 自 動 車 税 7 6 ,7 8 0 8 3 ,7 7 9 9 3 ,3 9 6 1 0 6 .5 5 8 1 2 0 ,8 7 9

合 計 3 7 6 ,1 5 9 3 9 3 ,5 1 5 4 1 3 ,8 8 6 4 3 6 ,7 3 8 4 5 9 .1 3 0

対 前 年
増 加 数 1 6ー0 3 1 1 7 .3 5 6 2 0 .3 7 1 2 2 ,8 5 2 2 2 ,3 9 2

伸 長 .率 的 1 0 4 1 0 5 1 0 5 1 0 6 1 0 5

(荏)償却資産に係る(  )は土地及び家屋に含む

(3)市税収入状況 (単位　千円)

年 度

税 目

5 7 5 8

調 定 額 収 入 額 収 入翻 調 定 額 収 入 額 収 欄

市 個 人 分

普 通 徴 収 5,2 7 6一2 4 1 5.0 1 3,0 3 5 9 5.0 5.6 6 1.2 2 8 5,2 8 1,9 6 9 9 3.3

特 別 徴 収 l l,0 8 7,0 0 6 l l,0 3 9,9 0 5 9 9.6 l l,8 7 6,2 1 5 l l,8 1 7,2 9 8 9 9.5

氏

秩

計 1 6,3 6 3,2 4 7 1 6,0 5 2,9 4 0 9 8 .1 1 7,5 3 7,4 4 3 1 7,0 9 9,2 6 7 9 7.5

法 人 分 5,8 7 0,9 1 0 5,8 4 3,2 7 7 9 9.5 6,5 8 7,8 5 0 6,5 7 9,4 5 0 9 9.9

4 、 計 2 2,2 3 4,1 5 7 2 1.8 9 6.2 1 7 9 8.5 2 4,1 2 5,2 9 3 2 3,6 7 8,7 1 7 9 8.1

固 資 固 定 資 産 - 土 地 家 屋 償 却 資 産 1 0,7 2 4,5 4 8 1 0,4 5 2,3 8 9 9 7.5 l l,8 9 5,6 1 5 l l,5 5 7,1 5 8 9 7.2

産

定 鋭

交 付 金 . 納 付 金 4 7 3.5 9 7 4 7 3一5 9 7 10 0 5 1 4.8 7 8 5 1 4,8 7 8 1 0 0

小 計 l l,1 9 8.1 4 5 1 0,9 2 5,9 8 6 9 7.6 1 2,4 1 0,4 9 3 1 2,0 7 2,0 3 6 9 73

m
自

動

車

税

原 動 機 付 自 転 車 5 5,3 2 6 5 2.8 6 2 9 5.5 6 2,6 4 7 5 9,4 0 5 9 4 .8

軽 自 動 車 1 4 5,9 0 5 1 4 1,0 0 9 9 6.6 1 5 8.3 9 3 1 5 2,5 2 4 9 6 .3

二 輪 小 型 車 7,7 2 7 7,1 5 4 9 2.6 93 9 1 8.6 8 7 9 2 .5

小 計 2 0 8.9 5 8 2 0 1,0 2 5 9 62 2 3 0,4 3 1 2 2 0,6 16 9 5 .7

た ば こ 消 費 税 2,2 2 0,1 8 5 2一2 2 0,1 8 5 1 0 0 2,2 5 5,0 9 5 2,2 5 5,0 9 5 1 0 0

電 気 税 1.6 16,6 4 5 1,6 1 6,6 4 5 1 0 0 1,8 0 2,5 8 3 1月0 2,5 8 3 1 0 0

ガ ス 税 5 5,3 8 4 5 5.3 8 4 1 0 0 5 8.7 3 7 5 8,7 3 7 1 0 0

木 材 引 取 税 5 5 1 00 1 1 5 1 1 5 1 0 0

特 別 土 地 保 有 税 1 4 1,0 1 7 13 8.4 1 5 9 8.2 1 1 0,6 8 7 1 1 0万7 2 1 0 0

商 品 券 発 行 税 6 1,6 8 0 6 1,6 8 0 1 0 0 6 3,7 2 9 6 3,7 2 8 1 0 0

事 業 所 税 1,0 6 8,0 1 3 1,0 5 9,3 2 1 9 9.2 1,2 6 5,3 3 8 1.2 3 3,8 3 1 9 7.5

都 市 計 画 税 1.7 8 5,2 5 1 1,7 3 9β7 2 9 7.5 1,9 7 4.1 2 3 1,9 1 4,7 5 2 9 7.0

合 計 4 0.5 8 9,4 4 0 3 9,9 1 4,8 3 5 9 8.3 4 4,2 9 6,6 2 4 4 3,4 1 0,8 8 2 9 8.0

滞 納 繰 越 分 2,2 6 3,9 2 0 4 0 5,6 3 4 1 7.9 2,4 9 9,0 8 6 4 4 7,0 6 4 1 7.9

総 計 4 2,8 5 3,3 6 0 4 0.3 2 0,′4 6 9 9 4ユ 4 6′7 9 5,7 1 0 4 3′,8 5 7.9 4 6 9 3.7

(荏)　58年度分は決算見込額
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(4)納税貯畜組合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千P])
区分

年度

観A 数

組 合

税 P 目

調 定 額 組合納付額 収入率

(B )

事務費

交付金

(C )

割合

(C )- WGO

1 8 1

口
員 数 ( A ) 件 数 金碩 (B )

ll 鮒

(A〕 交付基準

54 8 5 0 45,300

市 民 税 3,719,8 47 35.2 91 76 43 4 2 20.5

64,879 0.5

納期内に完納

した市税の

固定資産税 9,2 51.2 23 136,480 2.03 4.46 3 2 2.0

軽自動車税 178.8 57 9,3 82 20,94 7 l l.7

計 1 3,1 49,9 27 181,153 2,8 19.7 52 2 1.4

5 5 . 8 0 5 3 8,06 5

市 民 税 4,594,9 98 33,5 24 82 1,04 2 17.9

66.5 90 0.4

固定資産税 10,24 1,383 129,4 45 2,1 41,08 5 20.9 1 0 0 分の 3

軽自動車税 185.48 6 8,1 11 17,78 1 9.6 (最高 3,0 0 0

計 1 5,02 1,8 67 7 1,08 0 2,9 79,908 lgt8 円 ) と

穎収書 1枚に

56 7 3 9 40,28 5

市 民 税 4,98 9,928 33,187 8 95,9 6 2 18.0

69,03 6 0.4

固定資産税 ll,123,8 82 122,97 9 21 9&ー1 28 las つき 10.円

均等割額収書

については1

軽自動車税 192,004 7.2 14 15,16 4 7.9

計 16′3 05,814 1633 8 0 3,1 09,2 54 19.1

5 7 7 2 0 40,0 55

市 民 税 5,27 6,2 41 34,57 1 9 10.84 1 1 73

74β98 0.4

固定資産税 12.509,799 12 1,9 16 2,425,23 6 l勺l4 枚につ き50円

軽自動車税 208,95 8 8.9 11 18.5 74 8.9

計 1 7,99 4,9 98 165,39 8 3,3 54‥6 51 18、6

5 8 6 9 2 39,6 40

市 民 税 5,66 1,2 28 3 3.0 46 9 11,3 40 16.

70,2 09 0.4

固定資産税 13月69,7 38 1 177 01 2,647,3 14 1 9ユ

軽自動車税 230,43 1 8.3 53 17,8 10 717

計 19,7 61,3 97 15 9,10 0 3,57 6,一46 4 18.1

(注) o調定額は納税組合の対象となるものについて計上し、固定資産税には郡市計画税を含む

0 58年度は決算見込額
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16　開　発　公　社

名　　　　　称

設立年月　日

目　　　　　的

財団法人　照本市開発公社

昭和39年7月3日
＼

公社は.無本市と一体となり、都市の開発及び再開発のための事業を推進することによ

り、無本市の産業経済の発展と市民の福祉増進に寄与することを目的とする。

事　　　　業　　o市街地開発に必要な用地の取得.造成、管理及び処分

o道路その他公共の用に供するため.必要な土地のあっ旋、取得、造成管理及び処分

○駐車施設(無本市下通1丁目1番)の建設管理及び処分

o前各号に掲げるもののはか公社の目的を達成するために必要な事業

役　　　　員　　理事長　　助　　役　　　理　　事　　市民局長　経済局長　保健衛生局長　建設

(昭59.8.1現在)　副理事長　　　　　　　　　　　　　　局長　都市局長　教育長　企画広報部長

常務理事　総務局長　　　監　事　収入役　副収入役

役員の任期は2年、ただし再任をさまたげない。

資本金及び資金　基本財産　10,000千円(市出資金)

資金は市の損失補償を得て市中銀行等より借入している。

利　率　年9分以内(2年据置を含め1 1カ年以内の半年鼠及び年賦償還)

事　業　実　績

区分 m m s
執 行 額

備 考
面 積 金 額

昭

和.

五

十

八

年

皮

事

莱

教 育 施 設

nf

48.687.47

円

1,35 2,98 5,38 3
( 仮称 )川尻地区 コ ミュニティスポ l ツ

施設建設事業用 地はか

観 光 施 設 0 9,90 0,00 0 高橋地区公共駐車場建 設工事

衛 生 清 掃 施 設 3,666.9 1 10 9,52 8,7 73 立田山墓地公園用地 ほか

公 園 施 設 10月98.42 67 0,52 5,67 5 水前寺 3丁 目公園用地 はか

街 路 施 設 4,55 1.04 34 8.55 7,6 12
都市計画道路 1 2

本荘～犬測線用地ほか

下 水 道 施 設 72,0 6 4 1,69 9,12 7,80 0
熊本市公共下水道秋 津終未処理琴

拡張用地ほか

土 木 施 設 4,0 67.27 11 4,72 6,35 5 田迎町 田井島排水路用地 はか

「公 有地 拡 大 法」
20,182.3 9 94 1,6 69,48 3

( 仮称 )熊本 市母子寡婦福祉 センタ-

関 連 施 設 建設用地 ほか

その 他の公 共 施 設 4,2 83.82 50 6,7 19,62 8 市民病院駐車場用地 はか

合 計 16&2 0 1.3 2 5,75 3,74 0.70 9
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17　土地開発基金

設　　置　公用若しくは公共用に供する土地又は公共の利益のために取得する必要のある土地をあらかじ

め取得することにより、事業の円滑な執行をはかるため、熊本市土地開発基金を設置する。

基金の額　12,726,388千円(昭59.3.31現在)

運用の範囲　基金は上記の目的を達成するため、土地を先行取得するはか、熊本市開発分社の土地取得事業

に貸し付けることができる。 (貸付利率　年6分5毛)

18　市庁舎概要t

本市永年の愚案であった新市庁舎の建設は、昭和5 4年3月着工以来2年8カ月を経て昭和5 6年1 0月末

に完成し、同年1 1月初めには落成式が挙行された。新庁舎は、建物そのものを新しくするばかりでなく、内

容的にも市庁舎はどうあるべきかとの基本理念を踏まえて建設した0

(1)建物概要

位　　　置　　熊本市手取本町1番1号

敷地面積　10,551.48nf

建築面積　　　5,5 83.54irf

延　面　積　　39,686.57irf　(他に駐輪場83.70助言ある)

構造・規模　　高層棟　　鉄骨遼　地下2階地上1 5階建

議会棟　　鉄骨鉄筋コンク.)-ト造　地上6階建

高　　　さ　　高層棟　　軒高62.1 0m

議会棟　　軒高2 6.0 0m

工　　　期　　着　工　　昭和54年3月17日

竣　工　　昭和56年10月31日

総　工　費　1 12'億円

(2)建物の特色・特徴

ア　窓口事務部門の集約化

市民課を中心として窓口部門を1 -2階に集中的に配し、その間をエスカレーター2基で結ぶことに

より、立体的総合窓口化を図った。

イ　市民ホ-ル、展示ホール等の設置

市民のコミュニティの場、憩いの場としてのスペースを確保するため、市民ホ-ル( 2 1 7rf)、展

示ホール( 1 68-nf)、展望ロビー( 1 69nO等を設置している。

り　美術文化の導入

庁舎建物に地域性、芸術性等の文化的潤いを加味するよう努め、地元画家の壁画をはじめ、彫刻、美

術照明、壁掛、美術パネル等の美術装飾を積極的にとり入れた。

エ　熊本城との調和

庁舎前面に位置する熊本城との調和を保つため、庁舎の形状について高層棟は直線的でシンプルなも

ーのとする一方、議会棟には和風様式をとり入れている。また、外壁の色調は渋い茶褐色とし、お城の緑
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ロIMSE昏as

オ　身障者への配慮

身障者対策として、出入口は全てスロープ式とし自動ドアを取り付けているはか、エレベ-ター2基

には特別な装置を施しており、専用トイレも8カ所設置している。

力　防災設備

風水害、火災あるいは地震等に対しては、防潮板やスプl)ンクラーの取り付け、バルコニーの設置な

ど設計上からも万全を期しており、特に耐震性は関東大地震の約2倍にも耐える建物とした。

キ　省エネルギー対策

高層棟の各階にはバルコニーが設置されているため、これが日本家屋の軒庇の効用と同じく太陽直射

熱を遮って、外部からの熱負荷を軽減させている。

また、窓ガラスには断熱性の高い複層ガラスを用いているはか、外壁については内貼材(スタイロホ

ーム)を使用して断熱効果を高めている。
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